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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フラーレン類と、ヒノキチオールおよびヒノキチオール誘導体からなる群より選ばれる
１種以上の育毛成分とを含むことを特徴とする育毛剤組成物。
【請求項２】
　ヒノキチオールおよびヒノキチオール誘導体からなる群より選ばれる１種以上の育毛成
分の育毛効果を増強させる育毛増強剤であって、
　フラーレン類を含有したことを特徴とする育毛増強剤。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、本発明は育毛を促進させる育毛剤組成物または育毛増強剤に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、毛髪の成長を促進または維持させることを目的とする育毛剤組成物が多数開発さ
れてきた。たとえば、特許文献１は、殺菌作用と毛包機能賦活作用を有するヒノキチオー
ルを配合した育毛剤を開示する。
【特許文献１】特開平２－９１０１４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００３】
　従来の育毛剤組成物は、いずれも育毛作用が必ずしも満足できるものではなく、育毛効
果が現れるまでに長期間を要していた。長期間にわたって育毛剤組成物を使い続ける結果
として、費用が増大したり、育毛作用以外の頭皮異常等を引き起こす場合があった。この
ため、より効果的に発毛または育毛を促進することができる育毛剤組成物の開発が望まれ
ている。
【０００４】
　本発明はこうした課題に鑑みてなされたものであり、その目的は、育毛剤組成物の育毛
効果を向上させる技術の提供にある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の育毛剤組成物は、フラーレン類を含むことを特徴とする。ここで、フラーレン
類は、フラーレンおよびフラーレン誘導体を含む。育毛剤組成物に含まれる育毛成分とし
ては、ヒノキチオール、ヒノキチオール誘導体、グリチルリチン酸、グリチルリチン酸誘
導体、グリチルレチン酸、グリチルレチン酸誘導体からなる群より選ばれる１種以上が効
果的である。
【０００６】
　フラーレン類を育毛剤組成物に添加することにより、育毛効果が迅速に発揮される理由
については、必ずしも明らかではないが、フラーレン類の存在下で、育毛成分とフラーレ
ン類とがイオン結合（静電結合）、疎水結合（ファンデアワールス結合）、水素結合、包
接体（クラスレート）形成などにより相互に結合して複合体を形成することによって、育
毛成分が皮膚等へ浸透しやすくなるためであると推測される。また、少なくともヒノキチ
オールおよびヒノキチオール誘導体については、光に不安定であるという性質が知られて
いる。フラーレン類を添加することにより、光がフラーレン類に優先的に吸収される結果
、ヒノキチオールおよびヒノキチオール誘導体の安定性が向上することが育毛効果の増強
に起因している可能性が考えられる。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の育毛剤組成物によれば、発毛または育毛効果が向上する。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００８】
　本発明者らは、フラーレン類を育毛剤組成物に添加することにより、育毛成分による育
毛効果が増強され、育毛がより促進されることを見いだした。フラーレン類が育毛成分の
育毛効果を増強させる育毛増強剤として利用できることは、これまで全く予想もされてい
なかった。
【０００９】
　本発明に係る育毛剤組成物に含まれるフラーレン類としては、フラーレン、フラーレン
誘導体、フラーレンおよびフラーレン誘導体の混合物を挙げることができる。
【００１０】
　フラーレンは炭素からなる球殻状の分子であり、種々のものが知られている。本発明で
は、その目的を満たす限り限定されないが、たとえば、Ｃ６０、Ｃ７０、Ｃ７６、Ｃ７８

、Ｃ８０、Ｃ８２、Ｃ８４、Ｃ８６、Ｃ８８、Ｃ９０、Ｃ９２、Ｃ９４、Ｃ９６、Ｃ９８

、Ｃ１００等またはこれら化合物の２量体、３量体等を用いることができる。これらフラ
ーレンの中でも好ましいのは、Ｃ６０、Ｃ７０、またはこれらの２量体、３量体である。
Ｃ６０、Ｃ７０は構造がシンプルであり、一般的に用いられるアーク放電法や燃焼法にお
ける生成率が高いため、工業的に必要な量を確保しやすい。特にＣ６０は構造が対称であ
るという利点もある。これらフラーレンは複数を併用してもよいが、複数を併用する場合
、好ましいのはＣ６０およびＣ７０を用いることである。
【００１１】
　また、本明細書においてフラーレン誘導体とは、フラーレンを構成する少なくとも一つ



(3) JP 4685441 B2 2011.5.18

10

20

30

40

50

の炭素に有機化合物の一部分を形成する原子団や無機元素からなる原子団が結合した化合
物をいう。フラーレン誘導体を得るために用いるフラーレンとしては、本発明の目的を満
たす限り限定されず、上記具体的に示したフラーレンのいずれを用いてもよい。
【００１２】
　フラーレン誘導体としては、たとえば、水素化フラーレン、酸化フラーレン、水酸化フ
ラーレン、ハロゲン（Ｆ、Ｃｌ、Ｂｒ、Ｉ）化フラーレン、フレロイド、メタノフラーレ
ン等を用いることができる。これらフラーレン誘導体のうち、水素化フラーレン、水酸化
フラーレン、および酸化フラーレンを用いることが好ましい。これは、水素化フラーレン
、水酸化フラーレン、および酸化フラーレンは、フラーレンと比較して極性が大きくて化
合物との相溶性が高いのみならず、フラーレンからの基本的な反応により得られるもので
あり、広く工業的に用いられることが期待されるからである。なお、これらフラーレン誘
導体も、複数種類を併用しても構わない。
【００１３】
　フラーレンは、たとえば、抵抗加熱法、レーザー加熱法、アーク放電法、燃焼法などに
より得られたフラーレン含有スートから抽出分離することによって得られる。この際、必
ずしも完全に分離する必要はなく、性能を損なわない範囲でフラーレンの含有率を調整す
ることができる。
【００１４】
　また、フラーレン誘導体は、フラーレンに対して従来公知の方法を適用して合成するこ
とができる。たとえば、求核剤との反応（求核付加反応）、環化付加反応、光付加（環化
）反応、酸化反応、還元反応、ラジカル反応等を利用して、所望のフラーレン誘導体を得
ることができる。
【００１５】
　フラーレン類の配合量は、育毛剤組成物の全体の質量に対して、０．０１～３０質量％
であることが好ましく、０．１～１０質量％であることがより好ましい。フラーレン類の
配合量が０．０１質量％未満、または３０質量％より大きいと育毛促進効果または育毛増
強効果が減退する。
【００１６】
　フラーレン類を含有する育毛剤組成物に含まれる育毛成分として効果が顕著であると認
められる物質としては、ヒノキチオール、ヒノキチオール誘導体、グリチルリチン酸、グ
リチルリチン酸誘導体、グリチルレチン酸、グリチルレチン酸誘導体からなる群より選ば
れる１種以上が挙げられる。
【００１７】
　ヒノキチオール誘導体としては、ヒノキチオールを一般的な化学変換等により導かれる
ものであれば特に制限はないが、ヒノキチオールの水酸基の水素原子をアシル基、アルキ
ル基、ヒドロキシアルキル基などの官能基で置換した誘導体や、ヒノキチオールの有機塩
、金属塩または金属錯体誘導体が挙げられる。
【００１８】
　グリチルリチン酸誘導体としては、グリチルリチン酸ジカリウム、グリチルリチン酸ア
ンモニウムなどのグリチルリチン酸塩が挙げられる。
【００１９】
　なお、育毛剤組成物の溶媒は、フラーレン類および育毛成分が適度に溶解すれば、水ま
たは水を主成分とする水性溶液、有機溶媒のいずれでも構わない。ただし、ヒノキチオー
ルは、水に難溶性であるため、溶媒としてエタノールを用いることが望ましい。
【００２０】
　また、育毛剤組成物は、本発明の効果を減じない範囲内であれば、香料、界面活性剤、
殺菌剤、酸化防止剤、紫外線吸収剤、pH調整剤、防腐剤、および保湿剤のうち１種類以上
を含んでもよい。
【００２１】
　以上説明したように、育毛剤組成物にフラーレン類を添加することにより、育毛効果が
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増強され、育毛に要する期間が短縮される。これにより、育毛に要するコストや手間が低
減される。
（実施例）
【００２２】
　以下、実施例および比較例に基づいて育毛促進効果を検証した。
【００２３】
　図１に、実施例１および２、ならびに比較例１および２の成分を示した。実施例１は、
育毛成分としてヒノキチオールを含み、これに加えてフラーレンを含有する。比較例１は
実施例１との対比のため、ヒノキチオールを含むが、フラーレンを含まない。実施例２は
、育毛成分としてグリチルリチン酸を含み、これに加えてフラーレンを含有する。比較例
２は実施例２との対比のため、グリチルリチン酸を含むが、フラーレンを含まない。
【００２４】
　各実施例、比較例ともに溶媒としてエタノールを用いた。用いたフラーレンはＣ６０で
ある。育毛成分およびフラーレンの質量％は、溶媒を含めた全体の質量に対する割合を示
す。
【００２５】
　育毛促進効果は、マウス毛成長促進効果試験法により確かめた。マウス毛成長促進効果
試験法は下記の要領により実施された。
【００２６】
　（マウス毛成長促進効果試験）
　Ｃ３Ｈマウス（雄・７週齢）の背部中央の体毛を毛剃りし、剃毛部分の右側に試料を１
日１回、一匹当り０．２ｍｌ塗布した。一試料につき、１０匹のマウスを使用した。試料
塗布直後、５日後、１０日後および１５日後にマウス背部の写真撮影を行うとともに、毛
刈り面積および発毛面積を算出し、発毛率（％）を求めた。各試料ごとに、マウス１０匹
の発毛率の平均値を算出し、毛成長促進効果を判定した。なお、コントロールとして、剃
毛部分に試料を塗布しないマウスを用意し、発毛しないことを確かめた。
【００２７】
　図２－５は、Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に図１に示した成分の各試料を塗布した後の発毛
状態を示す。また、図６は、Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に何も塗布しなかった場合の発毛状
態を示す。図７は、各試料およびコントロールの発毛率の経時変化を示す。
【００２８】
　以上の結果から、実施例１のようにヒノキチオールに加えて、フラーレンを含有する試
料は、フラーレンを含有しない比較例１に比べて、試料塗布後１５日目における発毛率が
大幅に増加することが確認された。同様に、実施例２のようにグリチルリチン酸に加えて
、フラーレンを含有する試料は、フラーレンを含有しない比較例２に比べて、試料塗布後
１５日目における発毛率が大幅に増加することが確認された。
【００２９】
　興味深い結果として、実施例１および実施例２の育毛剤組成物を用いた場合には、試料
を塗布した剃毛部分右側のみならず、剃毛部分左側にも発毛が認められることが確認され
た。このため、本発明の育毛剤組成物を育毛したい領域に部分的に塗布するだけで、育毛
したい領域全体を育毛できる可能性がある。これにより、育毛剤組成物の塗布量が低減す
るため、コスト低減が期待される。
【００３０】
　本発明は、上述の各実施の形態に限定されるものではなく、当業者の知識に基づいて各
種の設計変更等の変形を加えることも可能であり、そのような変形が加えられた実施の形
態も本発明の範囲に含まれうるものである。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】実施例１および２、ならびに比較例１および２の成分を示す表である。
【図２】Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に実施例１の育毛剤組成物を塗布した後の発毛状態を示
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す写真である。
【図３】Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に実施例２の育毛剤組成物を塗布した後の発毛状態を示
す写真である。
【図４】Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に比較例１の育毛剤組成物を塗布した後の発毛状態を示
す写真である。
【図５】Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に比較例２の育毛剤組成物を塗布した後の発毛状態を示
す写真である。
【図６】Ｃ３Ｈマウスの剃毛部分に何も塗布しなかった場合の発毛状態を示す写真である
。
【図７】各試料およびコントロールの発毛率の経時変化を示す表である。

【図１】

【図７】
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